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まず初めに断わっておきますが、この辞典は一般に公開されている音声学や日本語文法に沿っているわけで

はありません。また、例文は文法構造に重点を置いていますので、普通に使う言い回しとは異なるものが多くあ

ります。しかし、日本人がラオス語を、ラオス人が日本語をできるだけ簡単に理解したり発音できるように工夫

していますので、ここに書かれた説明をよく読んでから使うことをお勧めします。ラオス人に必要な部分はラオ

ス語で、日本人に必要な部分は日本語で説明しています。 

ກ່ອນອື່ນຫມົດອາດຈະປະຕິເສດບ່ໍໄດ້ວ່າວັດຈະນານຸກົມເຫລັ້ມນ້ີບ່ໍໄດ້ໃຊ້ວິທີການອອກສຽງ ແລະຫລັກໄວຍາກອນທ່ີໃຊ້
ສອນພາສາຍ່ີປຸ່ນໃນໂຮງຮຽນສອນພາສາຍ່ີປຸ່ນໂດຍທ່ົວໄປ. ປະໂຫຍກຕົວຢ່າງໃນນ້ີແມ່ນເພ່ືອໃຫ້ເຂົ້າໃຈຫລັກໄວຍາກອນ 
ສະນ້ັນຈຶ່ງມີຫລາຍປະໂຫຍກທ່ີບ່ໍໄດ້ໃຊ້ໃນການສົນທະນາໂດຍທ່ົວໄປ. ແຕ່ໄດ້ຄິດອອກວ່າຄົນຍີ່ປຸ່ນສາມາດເວົ້າພາສາລາວ
ໄດ້ ແລະຄົນລາວກໍສາມາດເວ້ົາພາສາຍີ່ປຸ່ນໄດ້. ສະນ້ັນກະລຸນາອ່ານການອະທິບາຍທ່ີຂຽນຢູ່ໃນນ້ີເພ່ືອຄວາມສະດວກໃນ
ການໃຊ້ ເຊິ່ງໄດ້ມີທັງການອະທິບາຍເປັນພາສາລາວສໍາລັບຄົນລາວ ແລະການອະທິບາຍເປັນພາສາຍີ່ປຸ່ນສໍາລັບຄົນຍີ່ປຸ່ນ 

 

 

 

I. 発音：（ການອອກສຽງ） 

ラオス語と日本語の発音はかなり違うので、初心者でなくても、なかなか、うまく発音できません。しかし、それ

ぞれにいくつかのポイントがあり、それをマスターすると、聞き取りは難しくても、相手に分かる発音をすることが

できると思います。 

ການອອກສຽງລະຫວ່າງພາສາລາວ ແລະພາສາຍີ່ປຸ່ນຂ້ອນຂ້າງບ່ໍຄືກັນ ສະນ້ັນແມ່ນແຕ່ຄົນທ່ີຢູ່ໃນລະດັບເລີ່ມຕົ້ນກໍຈະບ່ໍ
ສາມາດອອກສຽງໄດ້ຢ່າງຖືກຕ້ອງ. ແຕ່ເຖິງຢ່າງໃດກໍຕາມ ຄິດວ່າໃນທຸກໆພາສາລ້ວນແລ້ວແຕ່ມີຈຸດສໍາຄັນ ສະນ້ັນຖ້າວ່າ
ເປັນຜູ້ທ່ີຊ່ຽວຊານແລ້ວ ແມ່ນແຕ່ຟັງຍາກກໍຈະສາມາດອອກສຽງໄດ້ຢ່າງຖືກຕ້ອງແລະເຮັດໃຫ້ຄູ່ສົນທະນາສາມາດເຂ້ົາໃຈ
ໄດ້. 

1.1 ラオス語の発音：（ການອອກສຽງຂອງພາສາລາວ） 

ラオス語の発音は日本語と同じように、人によって個人差があります。ここにある説明はビエンチャン出身の私

の生徒の発音を参考にして、日本人にも発音しやすいように工夫しています。ラオス語の音節は頭子音、母音、

末尾子音と声調からなります。頭子音や末尾子音のない音節もありますが、母音と声調は必ずあります。英語

で言うと「book」の「b」が頭子音、「oo」が母音で「k」が末尾子音です。 

ラオス語は声調記号抜きで検索してください。

ໃນເວລາຊອກຫາຄໍາສັບພາສາລາວບ່ໍຈໍາເປັນຕ້ອງ 
ໃຊ້ເຄ່ືອງຫມາຍວັນນະຍຸດກໍໄດ້ 



1.1.1 頭子音の発音：（ການອອກສຽງຂອງພະຍັນຊະນະ） 

子音には有気音と無気音があり、多くの日本人にとって厄介なものです。たぶん、ラオス人に聞いても、うまく教

えてもらえません。しかし、ポイントを押さえれば かなり うまく発音できると思います。例えば、「ポー」の場合、唇

を閉じたところから いきなり「オー」と言えば無気音の「ポー」、唇を閉じた状態から「プッ」と息を出すと同時に

「ポー」と言うと有気音の「ポー」になります。幅１センチぐらいの紙片を口の前で持って発音すると分かります。 
 

 
 
子音の発声方法を説明するのに、子音だけでは発音できないので、ここでは母音の「オー[]」を付けて説明

しています。実際はこの子音と母音を組み合わせて発音することになります。 
ກ  日本語の「コー」の無気音 
ຂ  日本語の「コー」の有気音 
ຄ  日本語の「コー」の有気音 
ງ  日本語の「番号バンゴー」の「ゴー」 
ຈ  日本語の「チョー」または「ジョー」 
ສ  日本語の「ソー」 
ຊ  日本語の「ソー」 
ຍ  日本語の「ニョー」 
ດ  日本語の「ドー」 
ຕ  日本語の「トー」の無気音 
ຖ  日本語の「トー」の有気音 
ທ  日本語の「トー」の有気音 
ນ  日本語の「ニョー」 
ບ  日本語の「ボー」 
ປ  日本語の「ポー」の無気音 
ຜ  日本語の「ポー」の有気音 
ຝ  日本語の「フォー」 
ພ  日本語の「ポー」の有気音 
ຟ  日本語の「フォー」 
ມ  日本語の「モー」 
ຢ  日本語の「ヨー」 
ຣ  日本語の「ロー」 発音記号は「ro:」であるが「lo:」と同じ発音でよい 
ລ  日本語の「ロー」 
ວ  日本語の「ウォー」 
ຫ  日本語の「ホー」 
ຫງ  日本語の「番号バンゴー」の「ゴー」 
ຫຍ  日本語の「ニョー」 
ຫນ  日本語の「ノー」 
ຫມ  日本語の「モー」 
ຫລ  日本語の「ロー」 

紙が揺れないと無気音 紙が揺れると有気音 



 

ຫວ  日本語の「ウォー」 
ອ  日本語の「オー」 
ຮ  日本語の「ホー」 

この中に、同じ発音がいくつかあります。これらは、子音自体の発音は同じですが、声調が異なります。 

これ以外に「ຄວ」[]のような二重子音がありますが「ク
．
ウォ
．．

ー」という感じで短く読めば問題ありません。 

1.1.2 母音の発音：（ການອອກສຽງຂອງສະຫລະ） 

母音をいきなりラオス文字で書くと混乱しますので、ここでは発音記号で説明します。発音記号は日本人がうま

く発音できるように、日本語の母音を基本に特別に作りました。説明通り、きっちり発音するとラオス語ネイティ

ブにかなり近いものになると思います。母音には短母音と長母音があります。例えば短母音の「a」は「アッ」とい

う感じで息を一瞬止めますが、気にしないで普通に「ア」と発音します。「:」が付くと長母音になり「a:」は「アー」と

発音すれば良いでしょう。基本母音は９個で、それぞれに短母音と長母音があり、５つの二重母音があります。 

a a: 日本語の「ア」 
i i: 日本語の「イ」 
  口ｸﾁの形を日本語の「イ」にして、「ウ」と発音する 
  口ｸﾁの形を日本語の「オ」にして、「ウ」と発音する 
e e: 日本語の「エ」 
  口ｸﾁの形を日本語の「ア」にして、「エ」と発音する 
o o: 日本語の「オ」 
  口ｸﾁの形を日本語の「ア」にして、「オ」と発音する 
  口ｸﾁの形を日本語の「イ」にして、「ア」と発音する。英語の曖昧母音と同じ 
ia ia: 「i」と「a」を続けて発音する 
  「」と「a」を続けて発音する 
  「」と「a」を続けて発音する 
ai  「a」と「i」を続けて発音する 
ao  「a」と「o」を続けて発音する 

1.1.3 末尾子音の発音：（ການອອກສຽງຂອງພະຍັນຊະນະ） 

音節の末尾に付く子音は８音あります。英語と違って末尾子音のあとで口から息を吐くことはなく、ほとんどが息

を止めた状態で終わるので注意が必要です。 
 

ກ k 「kon」を付けた積りで「kon」を発音しません。例えば、「mekon」を日本語の「メコン」と言うつもりで

「kon」を発音しないと、ラオス語の「mek」の発音になります。「メック」ではなく、のどの奥で息を止めた

状態で終らせます。 
ງ  「nga」を付けた積りで「ga」を発音しません。例えば、「honga」を日本語の「本が」というつもりで「ga」を

発音しないと「ho」の発音になります。「ホング」ではなく、唇を開き、舌は口の中で歯茎や歯にくっ付け

ない宙ぶらりんの状態で、鼻から息を抜いた感じで終わらせます。 
ຍ y 「i」を短く付けます 
ດ t 「ton」を付けた積りで「ton」を発音しません。例えば、「niton」を日本語の「２トン」の積りで「ton」を発

音しないとラオス語の「nit」になります。「ニット」ではなく、舌を上の歯茎にくっ付けた状態で終わらせま

す。 
ນ n 日本語の普通の「ン」です。例えば、「本の」というつもりで「no」を発音しないとラオス語の「hon」の発音

になります。唇を開き、舌を上の歯茎にくっつけて、鼻から息を抜いた感じで終わらせます。 
ບ p 「pon」を付けた積りで「pon」を発音しません。例えば、ラオス通貨の「ກີບ（ki:p）」の発音は「（灘の）生

一本ｷｲｯﾎﾟﾝ」というつもりで最後の「pon」を発音しません。唇を閉じた状態で終わらせると、ラオス語

の「ki:p」になります。 
ມ m 日本語の唇を閉じた状態の「ン」です。例えば「本も」の「mo」を発音しないで鼻から息を抜くと、ラオス

語の「hom」になります。 



ວ w 「」を短く付けます。 

1.1.4 声調：（ລະດັບສຽງ） 

声調も日本人にとって難問ですが、実は関西の言葉には声調があります。関西人であれば「日」、「火」、「比」

の違いが分かるはずです。これが基本３声調です。ビエンチャンの声調は６種類あります。日本人には難しいで

すが、これを基本３声調に無理やり減らしても、ほぼ通じます。ここでは、例として日本語の「コー」の発音を、音

楽の「ド」「レ」「ミ」を使った説明と、東京と大阪のイントネーションを参考にした説明をします。この辞書では「」
「」「」「」「」「」「」の発音記号を使っていますが、基本は「上がる」、「下がる」、「平ら」のどれかです。 

 ＜音楽＞ ＜東京＞ ＜大阪＞ 
1)  「ド」→「ド」 猫を（ne-ko-o） 猫を（ne-ko-o） 
2)  「レ」→「レ」 公園（ko-o-en:） 公園（ko-o-en:） 
3)  「ミ」→「ミ」 ここを（ko-ko-o） 子（ko-o） 
4)  「ド」↗「ミ」 子を（ko-o） 粉（ko-o） 
5)  「ミ」↘「ド」 甲（ko-o） 甲（ko-o） 
6)  「レ」↘「ド」 ※ 甲（ko-o） ※ 甲（ko-o） 
7)  語彙（単語）の途中の音節では[]、末尾の音節では[]となります。 

※ 6)は 5)より低いところから始まりますが、とりあえず無視しましょう。 

1.1.5 同じ音節の連続：（ການໃຊເ້ຄ່ືອງຫມາຍຊໍາ້ໃນພະຍາງສອງໂຕທ່ີຄືກັນ） 

同じ音節が続く場合、ラオス語では「ໆ」を使いますが、発音記号ではを使います。「ຫລາຍຫລາຍ」は

「ຫລາຍໆ」で、発音記号はではなくとなります。 

 

1.2 ການອອກສຽງຂອງພາສາຍ່ີປ່ ຸນ：（日本語の発音） 

ໃນພາສາຍີ່ປຸ່ນການອອກສຽງແຕ່ລະພະຍາງເອ້ີນວ່າຈັງຫວະ. ເຊິ່ງແຕ່ລະຈັງຫວະມີໄລຍະເວລາຄືກັນ. ພະຍາງມີ3ຊະ
ນິດຄ:ື ພະຍາງທ່ີມີພະຍັນຊະນະ ແລະສະຫລະ, ພະຍາງທ່ີມີສະຫລະໂຕດຽວ ແລະພະຍາງທ່ີມີພະຍັນຊະນະສຽງຍາວ. 
ອັກສອນໂຣມັນໃນພາສາຍີປຸ່່ນມີຫລາຍຊະນິດ ແຕ່ວ່າໄດ້ເລືອກໃຊ້ອັນທ່ີປັບປຸງເພ່ືອໃຫ້ຄົນລາວສາມາດອອກສຽງໄດ້ງ່າຍ. 
ເຄື່ອງຫມາຍຂີດຕໍ່ “-” ໃນການອອກສຽງຂອງພາສາຍ່ີປຸ່ນແມ່ນເພ່ືອໃຫ້ອ່ານງ່າຍສະນ້ັນຈຶ່ງບ່ໍຈໍາເປັນຕ້ອງອ່ານກໍໄດ້. 

1.2.1 ການອອກສຽງຂອງສະຫລະ：（母音の発音） 

ສະຫລະມີພຽງແຕ່5ຊະນິດ ແລະອອກສຽງບ່ໍຍາກ. 
あ ア a “ອະ” 
い イ i “ອິ” 
う ウ u “ອຶ” 
え エ e “ເອະ” 
お オ o “ໂອະ” 
 

1.2.2 ການອອກສຽງຂອງພະຍັນຊະນະ：（子音の発音） 

ການອອກສຽງຂອງພະຍັນຊະນະກໍບ່ໍຍາກຄືກັນກັບສະຫລະ ແຕ່ສໍາພັດມີບາງສຽງທ່ີບ່ໍມີໃນພາສາລາວ ສະນ້ັນຈຶ່ງຈະອະທິ
ບາຍບາງສຽງທ່ີບ່ໍສາມາດອອກສຽງໄດ້ຢ່າງງ່າຍ. 
ໂດຍພ້ືນຖານແລ້ວ ບ່ໍມີພະຍາງທ່ີເປັນພຽງແຕ່ພະຍັນຊະນະຢ່າງດຽວເທ່ົານ້ັນ ແຕ່ມີພະຍັນຊະນະທ່ີສາມາດອອກສຽງເປັນ
ສະຫລະໄດ້. ພະຍາງທັງຫມົດທາງລຸ່ມນ້ີມີ1ຈັງຫວະ. 

か カ ka “ຄະ” 
が ガ ka “G”ໃນ“God”ໃນພາສາອັງກິດ ໃຊ້ກັບສະຫລະ“ອະ”ແຕ່ອອກສຽງເປັນ“ງະ”ກໍໄດ້ 
し シ shi “ຊິ” 
ざ ザ za “z”ໃນ“zebra”ໃນພາສາອັງກິດ ໃຊ້ກັບສະຫລະ“ອະ” 
じ ジ ji “ji”ໃນ“jigsaw”ໃນພາສາອັງກິດ 
ち チ chi “Ch”ໃນ“China”ໃນພາສາອັງກິດ ໃຊ້ກັບສະຫລະ “ອິ” 



 

つ ツ tsu “ດຊຶ”ໃນ“ເຮັດຊຶງ” 
きゃ キャ kya ອອກສຽງ“ຄິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
ぎゃ ギャ gya  ອອກສຽງ“ぎ”ໃນພາສາຍີປຸ່່ນແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
しゃ シャ sha  ອອກສຽງ“ຊິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
じゃ ジャ ja  ອອກສຽງ“じ”ໃນພາສາຍີປຸ່່ນແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
ちゃ チャ cha  “Ch”ໃນ“China”ໃນພາສາອັງກິດ ໃຊ້ກັບສະຫລະ“ອະ” 
ぢゃ  ja  ຄືກັນກັບ“じゃ”ໃນພາສາຍີ່ປຸ່ນ 
にゃ ニャ nya  ອອກສຽງ“ນິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
ひゃ ヒャ hya  ອອກສຽງ“ຫິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
ぴゃ ピャ pya  ອອກສຽງ“ປິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
びゃ ビャ bya  ອອກສຽງ“ບິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
みゃ ミャ mya  ອອກສຽງ“ມິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
りゃ リャ rya  ອອກສຽງ“ລິ”ແລະ“ຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
フュ  fyu  ອອກສຽງ“ຟິ”ແລະ“ຢຶ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
シェ  she  ອອກສຽງ“ຊິ”ແລະ“ເຢະ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 
ディ  di “ດິ” 
デュ  dyu  ອອກສຽງ“ດິ”ແລະ“ຢຶ”ເປັນສຽງ1ຈັງຫວະ 

1.2.3 ພະຍັນຊະນະສຽງຍາວ：（長子音） 

ພະຍັນຊະນະສຽງຍາວມີທັງຫມົດ8ໂຕ. ໃຊ້ອັກສອນຮີລາງານະ「っ」ຫລືຄາຕາຄານະ「ッ」ໂຕນ້ອຍສໍາລັບສຽງ「k:」「s:」
「ta:」「p:」「f:」ແລະຈະບ່ໍໃຊ້ຢູ່ທາງຫລັງຂອງຄໍາສັບ. ໃຊ້ອັກສອນຮີລາງານະ「ん」ຫລືຄາຕາຄານະ「ン」ສໍາລັບສຽງ「n:」
「m:」「ງ:」ແລະສາມາດໃຊ້ຢູ່ທາງຫລັງຂອງຄໍາສັບໄດ້. 
ທັງຫມົດນ້ີມີໄລຍະເວລາຂອງການອອກສຽງ1ຈັງຫວະສະນ້ັນຈຶ່ງຕ້ອງມີຄວາມລະວັງໃນເວລາໃຊ້ ເຊັ່ນ： 

にっき [nik:ki]ບ່ໍແມ່ນສຽງ2ຈັງຫວະແບບ“ນິກ+ຄິ”ແຕແ່ມ່ນສຽງ3ຈັງຫວະແບບ“ນິ+ກ:+ຄິ” 
きっぷ [kip:pu]ບ່ໍແມ່ນສຽງ2ຈັງຫວະແບບ“ກິບ+ປ ຶ”ແຕ່ແມ່ນສຽງ3ຈັງຫວະແບບ“ກິ+ບ:+ປຶ” 
ベッド [bet:do] ບ່ໍແມ່ນ“ເບັດ+ໂດະ”ແຕ່ແມ່ນ“ເບະ+ດ:+ໂດະ” 
にっし [nis:shi]ບ່ໍແມ່ນ“ນິສ+ຊິ”ແຕແ່ມ່ນ“ນິ+ສ:+ຊິ” 
かんな [kan:na]ບ່ໍແມ່ນ“ຄັນ+ນະ”ແຕ່ແມ່ນ“ຄະ+ນ:+ນະ” 
あんま [an:ma]ບ່ໍແມ່ນ“ອັນ+ມະ”ແຕແ່ມ່ນ“ອະ+ມ:+ມະ” 
まんが [man:ga]ບ່ໍແມ່ນ“ມັນ+ງະ”ແຕ່ແມ່ນ“ມະ+ງ:+ງະ” 
ほん [hon:]ບ່ໍແມ່ນ“ຫົນ”ແຕ່ແມ່ນ“ໂຫະ+ນ:” 

1.2.4 ສະຫລະສຽງຍາວ：（長母音） 

ສະຫລະສຽງຍາວແມ່ນສະຫລະທ່ີມີສຽງ2ຈັງຫວະ ແລະມີທັງຫມົດ5ໂຕດັ່ງນ້ີ「a:」「i:」「u:」「e:」「o:」. ເຊິ່ງແຕ່ລະໂຕບ່ໍ
ແມ່ນການອອກສຽງແບບຕົວຢ່າງຕໍ່ໄປນ້ີ“ອາ”,“ອີ”,“ອື”,“ເອ”, “ໂອ”ແຕ່ແມ່ນການອອກສຽງຄ້າຍໆຕົວຢ່າງຕໍ່ໄປນ້ີ“
ອະ+ອະ”,“ອິ+ອິ”,“ອຶ+ອຶ” 
“ເອະ+ເອະ”, “ໂອະ+ໂອະ”ເຊັ່ນ： 

おおさか  [o:saka] ບ່ໍແມ່ນ“ໂອ+ຊາ+ກະ”ແຕ່ແມ່ນ“ໂອະ+ໂອະ+ຊາ+ກະ” 
こうこう [ko:ko:] ບ່ໍແມ່ນ“ໂຄ+ໂຄ”ແຕ່ແມ່ນ“ໂຄະ+ໂອະ+ໂຄະ+ໂອະ” 
スカート [suka:to] ບໍ່ແມ່ນ“ສຶ+ຄາ+ໂຕະ”ແຕ່ແມ່ນ“ສຶ+ຄະ+ອະ+ໂຕະ” 
シート  [shi:to] ບ່ໍແມ່ນ“ຊີ+ໂຕະ”ແຕ່ແມ່ນ“ຊິ+ອິ+ໂຕະ” 

1.2.5 ສະຫລະຄວບ：（母音の連続） 

ໃນພາສາຍີ່ປຸ່ນບ່ໍມີສະຫລະຄວບ ສະນ້ັນຖ້າມີພະຍັນຊະນະ2ໂຕຈະມີສຽງ2ຈັງຫວະເຊັ່ນ： 

あいする [aisuru]ບ່ໍແມ່ນທັງ“ໄອ+ສ+ຶລຶ”ແລະບໍ່ແມ່ນທັງ“ອາຍ+ສຶ+ລຶ”ແຕ່ແມ່ນ “ອະ+ອິ+ສຶ+ລຶ” 
みあい  [miai] ບ່ໍແມ່ນທັງ“ເມຍ+ອິ”ແລະບໍ່ແມ່ນທັງ“ມິ+ໄອ”ແຕ່ແມ່ນ“ມິ+ອະ+ອິ” 
あおい  [aoi] ບ່ໍແມ່ນ“ເອົາ+ອິ”ແຕ່ແມ່ນ“ອະ+ໂອະ+ອິ”. 

 



II. 品詞等に関する注意事項：（ສ່ິງທ່ີຕອ້ງລະວັງໃນປະເພດຂອງຄໍາເວົາ້） 

2.1 日本語とラオス語の品詞の対応：（ປະເພດຂອງຄໍາເວົາ້ໃນພາສາຍ່ີປຸ່ນແລະພາສາລາວ） 

日本語の品詞とラオス語の品詞はきっちり対応しません。特に日本語は助詞を付けたり、末尾を変化させるこ

とで、ラオス語でいう品詞は変化します。日本語の品詞が钡で表示されている単語は普通の名詞で、そのまま

だとラオス語でも名詞です。しかし、助詞の「の」を付けると、「連体形」となりますので、ラオス語でいうと形容詞

（钫）になります。 
例えば、「未婚」の品詞は钡で表示されていますので、そのままだとラオス語では名詞（钠）で

「ຄວາມໂສດ[ ]」です。しかし、「の」を付けて「未婚の」にするとはラオス語では形容詞（钫）

「ໂສດ[]」になります。 
次にその関係を示します。また、記号の意味は第III項を参照してください。 

ປະເພດຂອງຄໍາເວົ້າໃນພາສາຍ່ີປຸ່ນ ແລະພາສາລາວບ່ໍໄດ້ຖືກຈັດໃຫ້ເປັນຄູ.່ ຖ້າປ່ຽນຮູບທາງຫລັງຫລືໃຊ້ຄໍາລົງທ້າຍໃນພາ
ສາຍີ່ປຸ່ນ ປະເພດຂອງຄໍາເວົ້າໃນພາສາລາວກໍຈະປ່ຽນ. ປະເພດຂອງຄໍາເວົ້າທ່ີຖືກຊີ້ບອກວ່າເປັນ 钡 ແມ່ນ“ຄໍານາມ”ໃນ
ພາສາຍີ່ປຸ່ນ ແລະຖ້າເປັນດັ່ງນ້ັນກໍແມ່ນ“ຄໍານາມ”ໃນພາສາລາວເຊັ່ນກັນ. ແຕ່ວ່າຖ້າໃຊ້ຄໍາລົງທ້າຍ“の”ກໍຈະກາຍເປັນ
ຄໍາຂະຫຍາຍຄໍານາມ ທ່ີເອີ້ນວ່າ “ຄໍາຄຸນນາມ”ໃນພາສາລາວ ເຊັ່ນ: 
ຖ້າປະເພດຂອງຄໍາເວົ້າຂອງ“未婚ﾐｺﾝ”ຖືກຊີ້ບອກວ່າເປັນ 钡 ດັ່ງນ້ັນຄໍາວ່າ “ຄວາມໂສດ[ ]”ໃນ
ພາສາລາວກໍແມ່ນ “ຄໍານາມ”. ແຕ່ວ່າ ຖ້າໃຊ້ຄໍາລົງທ້າຍ “の”ເຊັ່ນ:“未婚ﾐｺﾝの”ຄໍາວ່າ“ໂສດ[]”ກໍຈະກາຍ
ເປັນຄໍາຄຸນນາມ. 
ສິ່ງທ່ີເວົ້າມາທັງຫມົດນ້ີແມ່ນມີຢູ່ທາງລຸ່ມຂອງການອະທິບາຍນ້ີ. ອີກຢ່າງຫນ່ຶງ ກະລຸນາເບ່ິງຄວາມຫມາຍຂອງປະເພດ
ຄໍາເວົ້າຢູI່II. 

＜日本語（ພາສາຍີ່ປຸ່ນ）＞：＜ラオス語（ພາສາລາວ）＞ 

钡 ： 钠です、「の」を付けると钫になります。 
  ແມ່ນ钠, ຖ້າໃສ່ກັບ“の”ຈະແມ່ນ钫 

钢 ： そのままか「さ」を付けると钠です。「な」を付けると钫になります。  
  ແມ່ນ钠, ແຕວ່່າ ສ່ວນຫລາຍໃສ່ກັບ“さ”ແລະ ຖ້າໃສ່ກັບ“な”ຈະແມ່ນ钫 

钣 ： 「に」または「にも」を付けると钱になります。 
  ຖ້າໃສ່ກັບ“に”ຫລື“にも”ຈະແມ່ນ钱 

钫 ： 钫です。語尾の「い」を「く」にすると钱、「さ」にすると钠です。 
  ແມ່ນ钫, ຖ້າປ່ຽນ“い”ເປັນ“く”ຈະແມ່ນ钱, ຖ້າປ່ຽນ“い”ເປັນ“さ”ຈະແມ່ນ钠 

钩 ： 钠です。「する」を付けると钯になります。 
  ແມ່ນ钠, ຖ້າໃສ່ກັບ“する”ຈະແມ່ນ钯 

2.2 ラオス語の品詞：（ປະເພດຂອງຄໍາເວົາ້ໃນພາສາລາວ） 

ການແບ່ງປະເພດຂອງຄໍາເວົ້າໃນພາສາລາວບ່ໍຄືກັນກັບພາສາຍີ່ປຸ່ນ ຫລືພາສາອັງກິດສະນ້ັນມັນອາດຈະກາຍເປັນເລື່ອງ
ຍາກໃນເວລາໃຊ້. ໂດຍສະເພາະ钫ແລະ钯ແມ່ນບ່ໍສາມາດໄຈ້ແຍກໄດ້ ສະນ້ັນກະລຸນາຢ່າສັບສນົ ແລະຈະໃຊ້钴ເພ່ືອເປັນ
ຄໍາຊ່ວຍໃນເວລາທ່ີບ່ໍຊັດເຈນ. 

2.3 日本語の見出し語（ຄໍາສັບໃນພາສາຍ່ີປຸ່ນ） 

1)  漢字の上に付く「」は常用漢字（２０１０年）以外の漢字を示します。 
2)  基本的に｢～いい｣は見出しでは｢～良い｣と表記します。 
3)  「気分が良い」などの「が」は文中では「の」に置き替わって「気分の良い」になったり、副詞になると「が」がなく

なって「気分良く」になることがあります。 
4)  サ変動詞、例えば「掃除する」は「掃除をする」に置き替わることがあります。 



 

1)  「」ແມ່ນອັກສອນຄັນຈິທ່ີບ່ໍຢູ່ໃນຕາຕະລາງ“ໂຈໂຍຄັນຈິ”ທ່ີກະຊວງສຶກສາຂອງປະເທດຍີ່ປຸ່ນກໍານົດວ່າເປັນອັກສອນ
ຄັນຈິທ່ີໃຊ້ໃນຊີວິດປະຈໍາວັນ. 

2)  ໃຊ້｢～良ﾖい｣ແທນ｢～いい｣. 
3)  「が」ໃນຕົວຢ່າງ「気分ｷﾌﾞﾝが良ﾖい」ປ່ຽນເປັນ「の」ແລ້ວຈະໄດ້「気分ｷﾌﾞﾝの良ﾖい」ຫລືຖ້າຖ້ິມ「が」ກໍຈະໄດ້

「気分ｷﾌﾞﾝ良ﾖく」ແລະຈະກາຍປັນກິລິຍາວິເສດ. 
4)  ຄໍາກໍາມະການ ຕົວຢ່າງ「掃除ｿｳｼﾞする」ອາດຈະກາຍເປັນ「掃除ｿｳｼﾞをする」ໃນປະໂຫຍກ. 

III. 辞書で使用する記号：（ເຄ່ືອງຫມາຍທ່ີໃຊໃ້ນວດັຈະນານຸກົມ） 

＜記号（ເຄື່ອງຫມາຍ）＞：＜意味（ຄວາມຫມາຍ）＞ 

钠 ： 名詞
め い し

 (ຄໍານາມ) 

钡 ： 「の」で連体形
れんたいけい

を作
つく

る名詞
め い し

 (ຄໍານາມທໍາມະດາ) 

钢 ： 「な」で連体形
れんたいけい

を作
つく

る名詞
め い し

、形容動詞
けいようどうし

、状態名詞
じょうたいめいし

、ナ形容詞
け い よ う し

 (ຄໍານາມອາການ) 

钣 ： 「に」や「にも」を付
つ

けて副詞化
ふ く し か

する名詞
め い し

 (ກາຍເປັນກິລິຍາວິເສດດ້ວຍ「に」ຫລື「にも」) 

钤 ： 代名詞
だいめいし

 (ຄໍາແທນນາມ) 

钥 ： 人
ひと

を 表
あらわ

す名詞
め い し

 (ຄໍານາມຂອງຄົນ) 

钦 ： 物
もの

をあらわす名詞
め い し

（必要
ひつよう

なときのみ） (ຄໍານາມທ່ີໃຊ້ສໍາລັບສິ່ງຂອງ) 

钧 ： 国名
こくめい

 (ຊື່ປະເທດ) 

钨 ： 代 表 的
だいひょうてき

な都市
と し

 (ເມືອງໃຫຍ່) 

钩 ： 動作名詞
ど う さ め い し

 (ຄໍານາມການ)、サ行変格活用動詞
ぎょうへんかくかつようどうし

（サ変動詞
へんどうし

） 

钪 ： 疑問詞
ぎ も ん し

 (ຄໍາຖາມ) 

钫 ： 形容詞
け い よ う し

 (ຄໍາຄຸນນາມ) 

钬 ： 連体詞
れんたいし

（連体形
れんたいけい

の語
ご

も含
ふく

む） (ຄໍາຂະຫຍາຍຄໍານາມ) 

钭 ： 自動詞
じ ど う し

 (ຄໍາກໍາມະຄົບ) 

钮 ： 他動詞
た ど う し

 (ຄໍາກໍາມະຂາດ) 

钯 ： 動詞
ど う し

、連語
れんご

の動詞
ど う し

 (ຄໍາກໍາມະປະສົມ) 
钰 ： コピュラ (ຄໍາເຊື່ອມ) 

钱 ： 副詞
ふ く し

（連用形
れんようけい

の語
ご

も含
ふく

む） (ກິລິຍາວິເສດ) 

钲 ： 日本語
に ほ ん ご

の助詞
じ ょ し

、後置詞
こ う ち し

 (ຄໍາລົງທ້າຍ) 

钳 ： ラオス語
ご

の前置詞
ぜ ん ち し

 (ຄໍາບຸບພະບົດ) 

钴 ： ラオス語
ご

の助詞
じ ょ し

（助動詞
じ ょ ど う し

や品詞
ひ ん し

の特定
とくてい

できないもの） (ຄໍາຊ່ວຍ) 

钵 ： 接頭辞
せ っ と う じ

 (ຄໍາຕໍ່ຫນ້າສັບ) 

钶 ： 接尾辞
せ つ び じ

（日本語
に ほ ん ご

の助動詞
じ ょ ど う し

を含
ふく

む） (ຄໍາຕື່ມທ້າຍສັບ) 

钷 ： 接続詞
せつぞくし

 (ຄໍາຕໍ່) 

钸 ： 助数詞
じ ょ す う し

 (ລັກສະນະນາມ) 

钹 ： 間投詞
か ん と う し

 (ຄໍາອຸທານ) 

钺 ： 慣用句
か ん よ う く

、連語
れんご

 (ສໍານວນ) 

钻 ： タイ語
ご

 (ພາສາໄທ) 
钼 ： コソアド (ຊີ້ບອກເຊັ່ນ： ນ້ີ-ນ້ັນ-ຫຍັງ) 



钽 ： 丁寧語
ていねいご

 (ຄໍາສຸພາບ) 

钾 ： 何
なん

 (ຈັກ) 

钿 ： 文
ぶん

 (ປະໂຫຍກ) 

[ ] ： 発音記号
はつおんきごう

 (ເຄື່ອງຫມາຍຂອງການອອກສຽງ) 

铀 ： 例 文
れいぶん

 (ປະໂຫຍກຕົວຢ່າງ) 

铁 ： 名詞句
め い し く

や熟語
じゅくご

の例
れい

 (ຕົວຢ່າງທ່ີເປັນວະລີນາມຫລືຄໍາປະສົມ) 

 ： 動詞
ど う し

の語尾変化
ご び へ ん か

 (ການແຈກຄໍາກໍາມະ) 

铂 ： ナイ形
けい

(ຮູບない：ຮູບປະຕິເສດ) 

铃 ： マス形
けい

 (ຮູບます：ຮູບສຸພາບ) 

铄铅 ： タ形
けい

 (ຮູບた：ຮູບສົມບູນ) 

铆 ： 辞書形
じ し ょ け い

 (ຮູບວັດຈະນານຸກົມ) 

铇 ： バ形
けい

 (ຮູບば：ຮູບສົມມຸດ) 

铈 ： 命令形
めいれいけい

 (ຮູບຄໍາສັ່ງ) 

铉 ： ウ形
けい

 (ຮູບう：ຮູບຕ້ອງການ) 

铊 ： ヨウ形
けい

 (ຮູບよう：ຮູບຕ້ອງການ) 

 ： 五段活用動詞
ごだんかつようどうし

、第
だい

１
いち

グループ (ຄໍາກໍາມະກຸ່ມທີ1) 

 ： 上一段活用動詞
かみいちだんかつようどうし

、第
だい

２
に

グループ (ຄໍາກໍາມະກຸ່ມທີ2) 

 ： 下一段活用動詞
しもいちだんかつようどうし

、第
だい

２
に

グループ (ຄໍາກໍາມະກຸ່ມທີ2) 

 ： サ行変格活用動詞
ぎょうへんかくかつようどうし

、第
だい

３
さん

グループ (ຄໍາກໍາມະກຸ່ມທີ3) 

 ： カ行変格活用動詞
ぎょうへんかくかつようどうし

、第
だい

３
さん

グループ (ຄໍາກໍາມະກຸ່ມທີ3) 

 ： 重要単語
じゅうようたんご

 (ຄໍາສັບສໍາຄັນ) 

 ： 日本語能力試験
にほんごのうりょくしけん

上級用単語
じょうきゅうようたんご

 (ຄໍາສັບທ່ີໃຊ້ໃນການເສັງວັດລະດັບພາສາຍ່ີປຸ່ນ) 
 


